
高等学校｢家庭科｣ (専門教科)改訂のポイント
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O　原則履修科目: ｢生活産業基礎｣ ｢課題研究｣

○　科　目　構　成:｢被服製作｣を｢ファッション造形基礎｣と｢ファッション造形｣

に再構成するなど現行の1 9科目から20科目で構成

○　主な改善事項
･消費者ニーズの的確な把握や必要なサービス提供等を行う企画力やマネジメント

能力の育成への対応
･生活文化の伝承や消費､環境への対応

･職業人として求められる倫理観の育成や食の安全等-の対応

し._._.._____I,_.____._______________.___________.___._______.___________._._._._._..

(1 )科目構成(次ページ参照)

(2)各科目の改善事項

O r生活産業基礎｣において､消費者のニーズを把握し､生活の変化に対応した商

品･サービスの企画･開発から販売･提供する内容を扱うことを明示するなど内容

を充実｡

O　｢消費生活｣において､消費者と企業や行政とのかかわり及び連携の在り方等に

関する内容を取り扱うことを明示するなど内容を充実｡

O rリビングデザイン｣において､日本と世界の住生活と文化にかかわる内容を充

実｡

O r服飾文化｣において､日本と世界の服飾にかかわる内容を充実｡

O r消費生活｣において消費生活と環境とのかかわりや持続可能なライフスタイル

の形成に関する内容を充実｡

○　教科の目標に､生活産業を取り巻く諸課題を倫理観をもって解決し､生活の質の

向上と社会の発展を図る能力と態度を育てることを明記o

O　｢食品｣において､食品の表示にかかわる法規や制度など取り扱うことを明示し､

食品を適切に選択､活用して食生活の充実向上を図る内容を充実｡
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教科｢家庭｣の科目構成

改訂案 侏ｸﾗ2�備考 

生活産菓基礎 ��hｨ亥仂hｮ��"�名称変更 

課題研究 �ｹ�位Hｸb�

生活産業情報 �i.ｸ�饑��yﾒ�

消費生活 傲�N��hｨ��

子どもの発達と保育 價ﾙ$(,i]ｸ屍�名称変更 

子ども文化 倬�;i[h峇�名称変更 

生活と福祉 �i.ｸｬXﾎﾂ餾�2�名称変更 分類整理 

リビングデザイン �8ｨ7(984�6h5X4892�

服飾文化 兀��ﾉ[h峇�

ファッション造形基礎 ファッション造形 儂ﾙY��ｸﾞﾂ�

ファッションデザイン �7H4�6(5h8x986h5X4892�

服飾手芸 兀��ﾈ訷ﾇﾂ�

フードデザイン �7H�ｸ6�6h5X4892�

食文化 ��閏h峇�

調理 �+)yﾒ�

栄養 �駅ｲ�

食品 ��鰻��

食品衛生 ��鰻���b�

公衆衛生 佰h����b�
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